
いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 戦国大名が領地の生産力を高め、軍事力を強化する（富国強兵）ために行った政策の説明として、正しいものはどれですか。 （2017年 大分県公立入試

類似）

1. 大規模な治水・灌漑工事を行って
新田開発を進めるとともに、金山や
銀山などの鉱山開発を積極的に行っ
た。

2. 農民に「五人組」を組織させて連
帯責任を負わせることで、年貢の納
入を確実なものにしようとした。

3. 領内の商人を城下町に集めるので
はなく、各地の農村に分散させて住
まわせることで、地方経済の安定を
図った。

4. キリスト教の布教を全国的に推奨
することで、ヨーロッパの先進的な
武器や文化を組織的に取り入れよう
とした。

問2 戦国時代、室町幕府の支配力が弱まる中で、各地の戦国大名が自らの領国内の家臣や領民を統制するために独自に定めた法律を何と呼びますか
。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 分国法（家法） 2. 武家諸法度 3. 公事方御定書 4. 御成敗式目

問3 戦国時代の九州において、ポルトガルやスペインとの南蛮貿易の利益を得ることを目的の一つとして、みずからキリスト教に入信し、宣教師を
保護した大名を総称して何と呼びますか。 （2025年 京都府公立入試 類似）

1. 戦国大名 2. 寄親 3. 守護大名 4. キリシタン大名

問4 豊臣秀吉による朝鮮出兵が始まった1592年（文禄の役）よりも前の時代に、世界で起こった歴史的出来事として正しいものを答えなさい。
（2017年 高知県公立入試 類似）

1. ポルトガルの航海者バスコ・ダ・
ガマが、アフリカ大陸の喜望峰を経
てインドに到達した。

2. フランスにおいて、市民が自由と
平等を求めて蜂起し、フランス革命
が起こった。

3. アメリカ合衆国で、奴隷制の存廃
をめぐって北部と南部の対立が深ま
り、南北戦争が始まった。

4. ドイツにおいて、当時として最も
民主的といわれたワイマール憲法が
制定された。

問5 会津地方を治めた蘆名氏や伊達氏が活躍していた日本の戦国時代において、世界で同時に起こっていた出来事として最も適切なものはどれです
か。 （2018年 福島県公立入試 類似）

1. アメリカで奴隷制をめぐり南北戦
争が勃発した

2. フランスで市民が自由と平等を求
めて革命を起こした

3. ドイツのルターが聖書に基づき教
会の腐敗を批判した

4. アラビア半島でムハンマドがイス
ラム教を創始した

問6 1543年、九州南方の種子島に漂着した船に乗っていた人々によって、日本に初めて鉄砲が伝えられました。このとき、日本に鉄砲を伝えたのは
どこの国の人々ですか。 （2014年 沖縄県公立入試 類似）

1. イギリス人 2. スペイン人 3. ポルトガル人 4. オランダ人

問7 16世紀のポルトガルによる日本への鉄砲伝来やキリスト教の布教は、当時のヨーロッパにおける宗教的情勢と深く関わっています。カトリック
諸国がアジアへの進出を強めた背景について、正しい用語を組み合わせた説明を選びなさい。 （2021年 愛知県公立入試 類似）

1. 十字軍の遠征によってカトリック
が衰退したため、新しく誕生したプ
ロテスタントが海外貿易を主導した
。

2. 宗教改革を弾圧したカトリック諸
国が、プロテスタントと協力してア
ジアでのキリスト教布教を進めた。

3. ルネサンスの影響で誕生したプロ
テスタントが、カトリックを国外へ
追放するために海外進出を支援した
。

4. 宗教改革によって誕生したプロテ
スタントに対抗し、カトリックが海
外進出を通じて勢力拡大を図った。

問8 戦国時代の都市についてまとめられた資料において、「有力な商人による自治的な運営が行われていたこと」「種子島に伝来した鉄砲の主要な
生産拠点となったこと」「千利休などの商人がわび茶の文化を完成させたこと」という3つの特徴を持つ、現在の大阪府に位置する港町はどこで
すか。 （2023年 滋賀県公立入試 類似）

1. 平戸 2. 堺 3. 長崎 4. 博多

問9 16世紀のヨーロッパでは、既存の教会のあり方を批判する動きから宗教改革が起こり、新教とも呼ばれるプロテスタントが誕生しました。この
宗教的な対立が、当時のポルトガルやスペインといったカトリック諸国の海外進出にどのような影響を与えたか、最も適切な説明を選びなさい
。 （2021年 愛知県公立入試 類似）

1. カトリックとプロテスタントの両
勢力が協力体制を築き、イスラム教
圏を回避するための新しい航路を開
拓した。

2. 宗教改革によってキリスト教の権
威が失墜したため、ヨーロッパ諸国
は布教を目的とした海外進出を完全
に停止した。

3. プロテスタント諸国が海外進出を
独占したため、カトリック諸国は布
教よりも国内の防衛を優先させた。

4. プロテスタントの勢力拡大に直面
したカトリック側が、失った勢力を
回復するために海外での布教活動を
強化した。

問10 石見銀山では16世紀前半に「灰吹法」という新しい精錬技術が導入されたことで、銀の生産量が飛躍的に増大しました。この銀が当時の社会や
国際情勢に与えた影響についての説明として、最も適切なものを選びなさい。 （2026年 島根県公立入試 類似）

1. 銀は貴重な軍事機密として厳重に
管理され、江戸幕府が成立するまで
海外の商人と取引されることはなか
った。

2. 生産された銀はすべて国内の寺院
や仏像の装飾に費やされ、戦国大名
の信仰心を深める役割を果たした。

3. 銀の増産によって日本独自の通貨
制度が完成し、中国から輸入されて
いた銅銭は一切使われなくなった。

4. 大量の銀が海外へ輸出されたこと
で、16世紀後半には日本の銀が世界
の産出量の約3分の1を占めるほどに
なった。

問11 応仁の乱ののち、各地に登場した戦国大名が、自らの領内の武士や農民の行動を厳しく取り締まり、領地の安定と統治を強めるために独自に制
定した法律を何といいますか。 （2016年 群馬県公立入試 類似）

1. 公事方御定書 2. 分国法 3. 御成敗式目 4. 武家諸法度

問12 フランシスコ＝ザビエルによる日本での活動に関する説明として、最も適切なものはどれか。 （2017年 北海道公立入試 類似）

1. 1549年に鹿児島へ上陸し、キリ
スト教の布教を始めた。

2. 織田信長と会見し、京都での布教
と南蛮寺の建設を許された。

3. 大名らに勧め、天正遣欧少年使節
をローマへ派遣させた。

4. 種子島に漂着し、領主の種子島時
堯に鉄砲を伝えた。

問13 1543年にポルトガル人を乗せた船が現在の鹿児島県にある島に漂着し、日本に初めて火縄銃が伝えられました。この出来事がその後の戦国時代
の戦い方に与えた影響として、最も適切な説明はどれですか。 （2024年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 接近戦を防ぐために、城の石垣を
あえて低く築くようになった。

2. 弓矢が全く使われなくなり、すべ
ての兵士が銃を装備した。

3. 足軽などの歩兵による集団戦法が
重視されるようになった。

4. 騎馬武者同士による一騎打ちが戦
いの中心となった。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 1

大規模な治水・灌漑工事を行って新田開発を
進めるとともに、金山や銀山などの鉱山開発
を積極的に行った。

戦国大名は、戦いに必要な兵糧や資金を確保するため、農業と鉱業の振興に力を入れました。
暴れ川を抑えるための治水・灌漑によって田畑を増やし、金山や銀山の開発によって得た富を
軍事費や外交資金に充てました。なお、「五人組」の制度は江戸時代に確立されたものであり
、戦国時代の制度ではありません。

問2 答え 1
分国法（家法）

室町幕府の権威が衰退し、守護大名が自立して戦国大名へと成長する過程で、自らの力で領国
を維持・統治する必要が生じました。そこで、大名は幕府の法律に頼らず、独自の統治ルール
として分国法を制定しました。今川氏の『今川仮名目録』や武田氏の『甲州法度之次第』など
がその代表例です。

問3 答え 4
キリシタン大名

九州や近畿地方の戦国大名の中には、貿易による経済的利益や、鉄砲・火薬などの軍事物資を
入手するために宣教師を保護し、自らも洗礼を受ける者が現れました。このような大名はキリ
シタン大名と呼ばれ、代表的な人物に大友宗麟などがいます。

問4 答え 1
ポルトガルの航海者バスコ・ダ・ガマが、ア
フリカ大陸の喜望峰を経てインドに到達した
。

日本の安土桃山時代における朝鮮出兵（1592年）と比較して、バスコ・ダ・ガマのインド航
路到達は1498年（15世紀末）の出来事であり、約100年ほど早い時期に当たります。他の選
択肢であるフランス革命は18世紀末、南北戦争は19世紀、ワイマール憲法の制定は20世紀の
出来事であり、いずれも日本の江戸時代後期から大正時代にかけての事象です。

問5 答え 3
ドイツのルターが聖書に基づき教会の腐敗を
批判した

日本の戦国時代は主に15世紀後半から16世紀にかけての時期を指します。この時期、世界で
はルターによる宗教改革が始まり、キリスト教の世界に大きな変化が起きていました。南北戦
争は19世紀、フランス革命は18世紀末、イスラム教の創始は7世紀の出来事であり、日本の戦
国時代とは時期が異なります。

問6 答え 3
ポルトガル人

16世紀半ばの1543年、種子島に漂着した船に乗っていたポルトガル人によって鉄砲（火縄銃
）がもたらされました。この出来事は、その後の日本の戦術や城郭の構造、さらには社会構造
そのものを大きく変える契機となりました。当時の日本は戦国時代であり、新しい武器として
の鉄砲は各地の戦国大名の間で急速に普及していきました。

問7 答え 4
宗教改革によって誕生したプロテスタントに
対抗し、カトリックが海外進出を通じて勢力
拡大を図った。

当時のヨーロッパでは、宗教改革の進展によってキリスト教の世界がプロテスタントとカトリ
ックに二分されていました。特にポルトガルやスペインなどのカトリック諸国にとって、海外
進出は単なる商業的な利益だけでなく、プロテスタントに対抗してカトリックの教えを世界に
広めるという重要な使命を持っていました。このため、大航海時代の進出は貿易とキリスト教
の布教が一体となって進められました。

問8 答え 2
堺

戦国時代の堺は、会合衆（えごうしゅう）と呼ばれる有力な商人が中心となって自治的な町運
営を行っていました。堀を巡らせて自衛を行うほど経済力と組織力を持っており、鉄砲の生産
や茶の湯といった文化の面でも、日本の歴史上重要な役割を果たしました。

問9 答え 4
プロテスタントの勢力拡大に直面したカトリ
ック側が、失った勢力を回復するために海外
での布教活動を強化した。

16世紀にルターやカルバンらが始めた宗教改革により、ヨーロッパではプロテスタントの勢力
が拡大し、カトリック教会は大きな危機に直面しました。これに対抗するため、カトリック教
会は内部改革を行うとともに、アジアやアメリカ大陸などの海外において新たな信者を獲得し
、勢力を立て直そうとしました。イエズス会の設立やポルトガル・スペインによる積極的な海
外進出には、このような宗教的な対抗意識と背景がありました。

問1
0

答え 4
大量の銀が海外へ輸出されたことで、16世紀
後半には日本の銀が世界の産出量の約3分の1
を占めるほどになった。

灰吹法の導入により高品質な銀の大量生産が可能になると、その銀は博多などの港を通じて中
国（明）や朝鮮半島、さらには東アジアに進出していたポルトガルやスペインとの貿易に用い
られました。これにより、日本は世界有数の銀産出国として世界経済に組み込まれることにな
りました。戦国大名が石見銀山を欲したのは、この銀を背景とした強大な経済力や武器・物資
の調達能力を手に入れるためです。

問1
1

答え 2
分国法

室町幕府の権威が衰えた戦国時代、各地の戦国大名は実力で領地を支配する必要がありました
。そこで、家臣同士の私的な争いを禁じる「喧嘩両成敗」の原則などを盛り込んだ独自の法を
定め、領国内の秩序を維持しようとしました。鎌倉時代の御成敗式目や、江戸時代の武家諸法
度とは制定された時代や目的が異なります。

問1
2

答え 1
1549年に鹿児島へ上陸し、キリスト教の布教
を始めた。

ザビエルは1549年に鹿児島に上陸して布教を開始しました。織田信長と会見して京都での布
教を許されたのはルイス＝フロイスらであり、少年使節の派遣を勧めたのはヴァリニャーノで
す。また、鉄砲を伝えたのは1543年に種子島に漂着したポルトガル人商人であり、宣教師で
はありません。

問1
3

答え 3
足軽などの歩兵による集団戦法が重視される
ようになった。

火縄銃の導入は、それまでの騎馬武者による一騎打ちを中心とした戦いから、組織化された足
軽の集団による一斉射撃などの戦術へと変化させました。織田信長が長篠の戦いでこの戦術を
効果的に用いたことは有名です。これにより、個人の武勇よりも組織的な運用や物資の調達能
力が勝敗を左右するようになりました。



いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 戦国大名が「分国法」を制定した主な背景と目的について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2016年 群馬県公立入試 類似）

1. 将軍の命令を全国に徹底させ、守
護大名の権限を制限することで幕府
の権威を取り戻すため。

2. 朝廷から与えられた守護としての
特権を誇示し、伝統的な荘園領主の
権利を保護するため。

3. 領内の武士や農民の行動を統制し
、領国を一つのまとまった組織とし
て安定させ、他勢力との戦いに備え
るため。

4. 海外との貿易を独占し、キリスト
教の布教を認めることで南蛮文化を
取り入れるため。

問2 16世紀のポルトガルによる日本への鉄砲伝来やキリスト教の布教は、当時のヨーロッパにおける宗教的情勢と深く関わっています。カトリック
諸国がアジアへの進出を強めた背景について、正しい用語を組み合わせた説明を選びなさい。 （2021年 愛知県公立入試 類似）

1. 宗教改革によって誕生したプロテ
スタントに対抗し、カトリックが海
外進出を通じて勢力拡大を図った。

2. ルネサンスの影響で誕生したプロ
テスタントが、カトリックを国外へ
追放するために海外進出を支援した
。

3. 宗教改革を弾圧したカトリック諸
国が、プロテスタントと協力してア
ジアでのキリスト教布教を進めた。

4. 十字軍の遠征によってカトリック
が衰退したため、新しく誕生したプ
ロテスタントが海外貿易を主導した
。

問3 16世紀半ば、種子島に漂着した西欧人との交流によって日本にもたらされた武器について、その名称と伝えた人々の組み合わせとして正しいも
のはどれですか。 （2024年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 日本刀をオランダ人が伝えた。 2. 火縄銃をポルトガル人が伝えた。 3. 大砲をスペイン人が伝えた。 4.
弓矢を中国（明）の商人が伝えた。

問4 戦国大名の朝倉氏が、拠点である一乗谷において、それまで各領地にいた有力な家臣をすべて城下町に移住させた目的として、最も適切な説明
を選びなさい。 （2022年 熊本県公立入試 類似）

1. 家臣を農村から切り離して監視下
に置き、大名の支配力と軍事動員力
を高めるため

2. 家臣に独自の関所を設置させるこ
とで、商工業者から税を徴収しやす
くするため

3. 家臣を海外貿易の拠点に近い沿岸
部に集め、輸入品を独占的に管理さ
せるため

4. 家臣に領地の経営を完全に任せる
ことで、大名が外交や文化活動に専
念するため

問5 戦国大名の武田晴信（信玄）が定めた「甲州法度之次第」のように、大名が独自に法を定めた背景を説明した次の文の（
）に当てはまる語句を答えなさい。「戦国大名は、幕府の法が及ばなくなった自分の（
）において、家臣の勝手な婚姻を制限したり、領民を管理したりすることで支配を強化しようとした。」 （2023年 山口県公立入試 類似）

1. 荘園 2. 幕領 3. 藩 4. 領国

問6 戦国大名が自らの領国内を独自に統治するために定めた、一族や家臣、領民が守るべききまりを何といいますか。 （2017年 大分県公立入試 類似）

1. 御成敗式目 2. 分国法 3. 慶安の御触書 4. 武家諸法度

問7 16世紀半ばに種子島へ伝来した鉄砲は、その後の日本の戦い方を大きく変えることとなりました。鉄砲の普及が戦国時代の社会や軍事面に与え
た影響として、最も適切な説明はどれですか。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. 騎馬武者の一騎打ちが重視される
ようになり、個人の武勇がより重ん
じられた

2. 鉄砲の製造が困難であったため、
京都周辺の限られた大名だけが勢力
を伸ばした

3. 足軽などの歩兵による集団戦法が
主流となり、戦いの規模が拡大した

4. 武器の威力が向上したため、平地
での戦闘を避けて山城にこもる戦術
が一般的になった

問8 応仁の乱ののち、実力で領地を広げた戦国大名が、自らの領国内を統治し、家臣や民衆を支配するために独自に制定した法律を何といいますか
。 （2023年 静岡県公立入試 類似）

1. 分国法 2. 御成敗式目 3. 建武式目 4. 武家諸法度

問9 戦国大名の武田信玄が制定した「甲州法度之次第」のように、当時の有力な大名たちが独自の法律を定めた主な目的として、最も適切なものは
どれですか。 （2024年 千葉県公立入試 類似）

1. キリスト教の布教を制限し、外国
との貿易を大名が独占するため

2. 家臣同士の争いを抑え、民衆を含
めた領民全体を統制して領国を安定
させるため

3. 室町幕府の命令を全国の農民に守
らせ、将軍の権威を強めるため

4. 朝廷から与えられた官位の順序に
従って、家臣の序列を整理するため

問10 1543年、九州の南側に位置する種子島にポルトガル人が漂着した際、日本に初めて伝えられた武器について述べた文として、正しいものはどれ
ですか。 （2017年 神奈川県公立入試 類似）

1. この武器は高度な技術が必要だっ
たため国内での製造ができず、終始
輸入に頼っていた。

2. この武器は弓矢と呼ばれ、従来の
騎馬武者による一騎打ちをより重視
させるようになった。

3. この武器の伝来と同時にフランシ
スコ・ザビエルによってキリスト教
が日本に広められた。

4. この武器は鉄砲と呼ばれ、その後
の戦国時代の戦い方を集団戦へと大
きく変化させた。

問11 戦国大名が「分国法」を制定した主な目的として、当時の社会情勢を踏まえた説明として最も適切なものはどれか。 （2017年 茨城県公立入試 類似）

1. 朝廷の権威を借りて、隣接する他
の領国を経済的に圧迫するため。

2. 自らの領国における家臣同士の私
的な争いを禁じ、大名による統治を
強化するため。

3. 開墾した土地を永久に私有するこ
とを認め、農業生産力を高めるため
。

4. 鉄砲の伝来に伴い、全国共通の武
器使用ルールを室町幕府が定めるた
め。

問12 日本地図において、中国地方の日本海側に面した島根県に所在し、かつて「灰吹法」という技術を導入して生産量を飛躍的に高めた銀山を次の
中から選びなさい。 （2016年 鳥取県公立入試 類似）

1. 石見銀山 2. 足尾銅山 3. 富岡製糸場 4. 生野銀山

問13 戦国時代の九州において、ポルトガルやスペインとの南蛮貿易の利益を得ることを目的の一つとして、みずからキリスト教に入信し、宣教師を
保護した大名を総称して何と呼びますか。 （2025年 京都府公立入試 類似）

1. 寄親 2. 守護大名 3. 戦国大名 4. キリシタン大名

問14 島根県に位置し、戦国時代から江戸時代にかけて大量の銀を産出した日本最大級の銀山で、2007年に世界文化遺産に登録された場所を次の中か
ら選びなさい。 （2016年 鳥取県公立入試 類似）

1. 別子銅山 2. 石見銀山 3. 佐渡金山 4. 生野銀山



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 3

領内の武士や農民の行動を統制し、領国を一
つのまとまった組織として安定させ、他勢力
との戦いに備えるため。

戦国大名は隣接する他の勢力と常に戦う状況にあり、領国内での内紛は命取りとなりました。
そのため、武士たちの勝手な婚姻を禁止したり、農民が年貢を納める義務を明確にしたりする
ことで、領地全体を強力に統率し、富国強兵を図る狙いがありました。

問2 答え 1
宗教改革によって誕生したプロテスタントに
対抗し、カトリックが海外進出を通じて勢力
拡大を図った。

当時のヨーロッパでは、宗教改革の進展によってキリスト教の世界がプロテスタントとカトリ
ックに二分されていました。特にポルトガルやスペインなどのカトリック諸国にとって、海外
進出は単なる商業的な利益だけでなく、プロテスタントに対抗してカトリックの教えを世界に
広めるという重要な使命を持っていました。このため、大航海時代の進出は貿易とキリスト教
の布教が一体となって進められました。

問3 答え 2
火縄銃をポルトガル人が伝えた。

1543年に種子島へ漂着したポルトガル人によって、火縄銃（鉄砲）が日本に初めて伝えられ
ました。当時の種子島の領主はこれを買い取り、刀鍛冶に命じて仕組みを研究させ、国産化を
成功させました。これがきっかけとなり、鉄砲は瞬く間に日本全国の戦国大名の間へ普及する
こととなりました。

問4 答え 1
家臣を農村から切り離して監視下に置き、大
名の支配力と軍事動員力を高めるため

戦国大名は、家臣が自分の領地に深く根を下ろしていると反乱の恐れがあると考え、一乗谷の
ような拠点に家臣を住まわせることで直接的な監視を行いました。同時に、一箇所に家臣やそ
の兵力を集めることで、戦時に迅速な出陣が可能となる軍制を構築しました。これは、後の豊
臣秀吉らによる「兵農分離」へとつながる重要な政策です。

問5 答え 4
領国

戦国大名が直接支配を及ぼした範囲は「領国」と呼ばれます。江戸時代の「藩」や、中世の貴
族・寺社の土地である「荘園」とは区別されます。分国法は、この領国内でのルールを明確に
することで、大名の権威を確立し、富国強兵を進めるための重要な手段でした。

問6 答え 2
分国法

室町幕府の権威が衰退する中で、戦国大名は自らの力で領国を治める必要がありました。そこ
で、家臣同士の私闘の禁止や領民の統制を目的に制定された独自の法律が「分国法（家法）」
です。これにより、大名は幕府の法に縛られることなく、領国内の秩序を維持しました。

問7 答え 3
足軽などの歩兵による集団戦法が主流となり
、戦いの規模が拡大した

鉄砲はそれまでの弓や刀に比べ、習得が比較的容易で高い殺傷能力を持っていたため、大量の
足軽に装備させて組織的に運用する集団戦法を生み出しました。これにより、一騎打ちを中心
とした従来の戦い方は衰退し、織田信長が長篠の戦いで活用したように、大規模な軍事力を持
つ戦国大名が有利になる社会構造へと変化しました。

問8 答え 1
分国法

室町時代の中期から後期にかけて、幕府の権威が衰え戦乱が全国に広がる中、各地に戦国大名
が登場しました。彼らは土地の争いや家臣の統制、年貢の徴収などを円滑に行い、自分の領国
を安定して支配するために独自の法律を定めました。鎌倉時代の「御成敗式目」や江戸時代の
「武家諸法度」と混同しないよう注意が必要です。

問9 答え 2
家臣同士の争いを抑え、民衆を含めた領民全
体を統制して領国を安定させるため

戦国大名は、領国内での紛争を解決し、家臣団の結束を固めることで軍事力を維持し、他国と
の戦いに備える必要がありました。「甲州法度之次第」では、人々の行動を取り締まることで
国の統治を目指す姿勢が示されています。これは中央政府である幕府ではなく、各大名が独立
して統治を行っていた実態を反映しています。

問1
0

答え 4
この武器は鉄砲と呼ばれ、その後の戦国時代
の戦い方を集団戦へと大きく変化させた。

1543年に種子島へ伝来した鉄砲は、それまでの武士個人による一騎打ちから、足軽の集団が
鉄砲を一斉に射撃する戦術へと戦い方を一変させました。鉄砲はその後、堺（大阪府）や国友
（滋賀県）などで国産化が進み、全国の戦国大名へと普及しました。なお、キリスト教の伝来
は1549年であり、鉄砲の伝来とは時期や経緯が異なります。

問1
1

答え 2
自らの領国における家臣同士の私的な争いを
禁じ、大名による統治を強化するため。

戦国大名は、家臣同士の復讐や紛争（自力救済）を禁止し、大名による裁判を受けさせること
で領内の秩序を保とうとしました。これにより、軍事力を維持しつつ大名の権力を絶対的なも
のにする狙いがありました。「喧嘩両成敗」の規定などはその代表例です。他の選択肢にある
「全国共通のルール」や「墾田の私有」などは、分国法の性格とは異なります。

問1
2

答え 1
石見銀山

石見銀山では、鉱石から銀を取り出す「灰吹法（はいふきほう）」という技術が導入されたこ
とで、生産量が急増しました。兵庫県の生野銀山や、愛媛県に位置し銅を産出した別子銅山な
どと混同しやすいですが、島根県という立地と、大航海時代の世界経済に影響を与えた規模の
大きさが石見銀山の大きな特徴です。

問1
3

答え 4
キリシタン大名

九州や近畿地方の戦国大名の中には、貿易による経済的利益や、鉄砲・火薬などの軍事物資を
入手するために宣教師を保護し、自らも洗礼を受ける者が現れました。このような大名はキリ
シタン大名と呼ばれ、代表的な人物に大友宗麟などがいます。

問1
4

答え 2
石見銀山

島根県大田市に位置するこの遺跡は、16世紀に博多の豪商らによって本格的な開発が始まり、
江戸時代には幕府の直轄地（天領）として重要な財源となりました。良質な銀を大量に産出し
たことから、東アジアやヨーロッパとの交易において極めて重要な役割を果たしたことが評価
され、世界文化遺産に登録されています。



いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 戦国大名が自らの領国に「分国法」を制定した主な目的や歴史的背景の説明として、最も適切なものはどれですか。 （2026年 岩手県公立入試 類似）

1. 家臣が主君に打ち勝つ下剋上の風
潮の中で、家臣の行動を取りしまり
領国支配を固めるため。

2. 外国からの侵略に備えるために、
全国の武士を一元的に組織化して国
防を強化するため。

3. 朝廷の許可を得て、幕府の承諾な
く独自に隣国の領地へ侵攻できる権
利を確保するため。

4. 室町幕府の将軍の権威を高めるた
めに、全国の守護大名に共通の規律
を守らせるため。

問2 戦国時代の社会において、大名の本拠地として栄えた都市の事例として、越前（福井県）の朝倉氏が築き、家臣の屋敷や商人の住まいが計画的
に配置されていたことで知られる場所はどこですか。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. 博多 2. 堺 3. 一乗谷 4. 石山

問3 16世紀に起きた「ルターによる宗教改革の開始」「イエズス会の設立」「フランシスコ・ザビエルによる日本へのキリスト教伝来」という3つの
出来事について、時期の早いものから順に正しく並べたものはどれですか。 （2020年 長野県公立入試 類似）

1. イエズス会の設立 → フランシス
コ・ザビエルによる日本へのキリス
ト教伝来 →
ルターによる宗教改革の開始

2. ルターによる宗教改革の開始 → 
フランシスコ・ザビエルによる日本
へのキリスト教伝来 →
イエズス会の設立

3. ルターによる宗教改革の開始 →
イエズス会の設立 → フランシスコ・
ザビエルによる日本へのキリスト教
伝来

4. フランシスコ・ザビエルによる日
本へのキリスト教伝来 →
ルターによる宗教改革の開始 →
イエズス会の設立

問4 14世紀から15世紀にかけて、室町幕府の支配力が次第に弱まり、幕府の権威が失墜していきました。このような社会情勢の中で、下の者が実力
で上の者を倒して地位を奪う風潮が広まりましたが、この風潮を何と呼びますか。 （2024年 秋田県公立入試 類似）

1. 尊王攘夷 2. 門閥政治 3. 大政奉還 4. 下剋上

問5 1543年に種子島に漂着した船により、日本に初めて鉄砲が伝えられました。当時の種子島の鍛冶職人がその仕組みを学び国産化を進めたといわ
れる、この武器を日本に伝え、後に長崎などを拠点にキリスト教の布教を伴う貿易を行った国はどこですか。 （2016年 長野県公立入試 類似）

1. オランダ 2. ポルトガル 3. スペイン 4. イギリス

問6 戦国時代に各地を支配した戦国大名の多くは、「下剋上」という風潮の中で台頭しました。この時代における「下剋上」の説明として、当時の
社会状況をふまえた最も適切なものはどれですか。 （2016年 静岡県公立入試 類似）

1. 下の者が実力で上の者に打ち勝っ
て地位を奪い、新たな領主として領
国支配を広げていった。

2. 農民たちが宗教的な団結を強める
ことで、武士の支配を実力で排除し
て自治を行った。

3. 朝廷の権威を背景とした下級武士
が、実力行使によって幕府の政治を
批判し、地位を向上させた。

4. 幕府から任命された守護が、自ら
の実力を高めて隣国を吸収し、支配
権を世襲していった。

問7 1543年に種子島へ伝来した鉄砲が、戦国時代の日本において急速に普及し、合戦のあり方を大きく変えた主な要因として正しいものはどれです
か。 （2020年 群馬県公立入試 類似）

1. 堺や国友などの都市の職人が高い
技術を用いて、鉄砲の国内生産を可
能にしたため

2. 室町幕府が鉄砲の製造を独占し、
全国の大名に無償で配布したため

3. ポルトガル人から輸入するのみで
、国内の需要をすべてまかなうこと
ができたため

4. キリスト教の布教を許可した大名
に対してのみ、スペインが鉄砲を贈
呈したため

問8 戦国時代の甲斐国（現在の山梨県）を治めた武田氏が定めた「甲州法度之次第」のように、各地の戦国大名が領国支配のために定めた法につい
て、その特徴を説明したものとして適切なものはどれか。 （2021年 京都府公立入試 類似）

1. 家臣同士の私的な争いを禁じる喧
嘩両成敗などの規定を設け、大名に
よる裁判権を強化した。

2. 鎌倉幕府が定めた御成敗式目をそ
のまま引用し、全国一律の公平な裁
判を保証した。

3. 全国の公家を統制し、儀式や行事
のあり方を細かく規定することで天
皇の権限を制限した。

4. 朝廷が定めた律令制度を復活させ
、中央集権的な国家体制を再構築す
ることを目指した。

問9 1549年に鹿児島へ上陸し、日本に初めてキリスト教を伝えた宣教師について、彼の所属組織と人物名の組み合わせとして正しいものはどれか。
なお、この人物は後に山口などでも布教を行い、胸の前で手を合わせる姿を描いた肖像画のモデルとしても広く知られている。 （2020年

埼玉県公立入試 類似）

1. イエズス会 ―
フランシスコ・ザビエル

2. フランシスコ会 ―
フランシスコ・ザビエル

3. イエズス会 ― ルイス・フロイス 4. フランシスコ会 ―
ヴァリニャーノ

問10 戦国大名の武田晴信（信玄）が定めた「甲州法度之次第」のように、大名が独自に法を定めた背景を説明した次の文の（
）に当てはまる語句を答えなさい。「戦国大名は、幕府の法が及ばなくなった自分の（
）において、家臣の勝手な婚姻を制限したり、領民を管理したりすることで支配を強化しようとした。」 （2023年 山口県公立入試 類似）

1. 幕領 2. 領国 3. 荘園 4. 藩

問11 島根県にある石見銀山が、2007年に世界文化遺産に登録された歴史的な背景や理由として最も適切な説明を次の中から選びなさい。 （2016年

鳥取県公立入試 類似）

1. 飛鳥時代に日本で初めて銅が発見
された場所であり、日本最古の貨幣
である和同開珎の原料を供給したた
め。

2. 瀬戸内海の海運を利用して全国に
銅を供給し、江戸幕府の貨幣制度の
安定を支えた最大の拠点であったた
め。

3. 16世紀から17世紀にかけて大量
の銀を産出し、アジアだけでなくヨ
ーロッパ諸国との貿易においても重
要な役割を果たしたため。

4. 明治維新後に政府によって官営模
範工場が設置され、日本の近代産業
の発展を象徴する場所となったため
。

問12 1543年にポルトガル人を乗せた船が漂着し、日本に初めて鉄砲が伝えられた場所はどこですか。その地理的な位置関係を示す説明として正しい
ものを選んでください。 （2024年 大阪府公立入試 類似）

1. 関東地方の東部に位置し、東京湾
の入り口にあたる千葉県の浦賀

2. 九州地方の南端に位置する鹿児島
県の離島である種子島

3. 九州地方の北部に位置し、大陸と
の交流が盛んだった福岡県の博多

4. 四国地方の南部に位置し、太平洋
に面した高知県の土佐清水

問13 戦国時代において、下の身分の者が上の身分を圧倒する「下剋上」の風潮が広まった背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年

熊本県公立入試 類似）

1. 朝廷が新しい官位制度を導入し、
能力に応じた地位をすべての人々に
与えたため。

2. 幕府が強力な中央集権体制を確立
し、地方の武士に直接命令を下すよ
うになったため。

3. 応仁の乱によって幕府の支配力が
弱まり、各地で実力による領国支配
が行われるようになったため。

4. 農業技術が向上したことで農民が
完全に自立し、武士による支配が消
滅したため。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 1

家臣が主君に打ち勝つ下剋上の風潮の中で、
家臣の行動を取りしまり領国支配を固めるた
め。

戦国時代には、家臣が主君に打ち勝つ「下剋上」の動きが社会全体に広がっていました。その
ため戦国大名は、家臣の勝手な行動や争いを防いで取りしまり、自身の領国支配を安定させる
目的で独自の分国法を定めました。

問2 答え 3
一乗谷

一乗谷は、戦国大名朝倉氏の拠点となった代表的な城下町です。発掘調査により、武家屋敷や
職人の住まい、庭園などが非常に良好な状態で確認されており、当時の都市の様子を伝える貴
重な史跡となっています。選択肢にある堺や博多は、商人たちによる自治が行われていた港町
であり、石山は浄土真宗の寺院を中心とした寺内町（じないちょう）の性格が強い場所です。

問3 答え 3
ルターによる宗教改革の開始 →
イエズス会の設立 → フランシスコ・ザビエ
ルによる日本へのキリスト教伝来

まず1517年にルターがドイツで宗教改革を始めました。これを受けてカトリック側が勢力回
復のために1534年にイエズス会を設立しました。そしてその一員であるフランシスコ・ザビ
エルが1549年に日本の鹿児島へ到着し、キリスト教を伝えました。この時系列は「宗教改革
への対抗手段として海外布教が始まった」という因果関係と結びついています。

問4 答え 4
下剋上

応仁の乱以降、室町幕府の将軍や守護大名の権威が低下したことで、実力を持つ家臣や国人が
主君を追放して自ら領地を治める動きが全国で見られるようになりました。この現象は戦国時
代の大きな特徴であり、新たな支配者である戦国大名が誕生する要因となりました。

問5 答え 2
ポルトガル

1543年に種子島へ鉄砲を伝えたのはポルトガル人です。この出来事をきっかけに、日本国内
で鉄砲の量産が始まり、戦国時代の戦術が大きく変化しました。また、ポルトガルとの貿易は
「南蛮貿易」と呼ばれ、キリスト教の布教と密接に結びついていたことが特徴です。

問6 答え 1
下の者が実力で上の者に打ち勝って地位を奪
い、新たな領主として領国支配を広げていっ
た。

戦国時代には、本来は主君に仕える立場であった守護代や国人などが、武力などの実力によっ
て守護大名を追放したり、倒したりして自らが戦国大名へと成長する事例が多く見られました
。これにより、室町幕府の任命に基づかない新しい支配体制が各地に形成されました。他の選
択肢は一向一揆や守護大名の強化、幕末の動きを説明したものです。

問7 答え 1
堺や国友などの都市の職人が高い技術を用い
て、鉄砲の国内生産を可能にしたため

種子島に伝来した鉄砲は、当時の優れた鍛冶技術を持っていた堺（大阪府）や国友（滋賀県）
の職人たちの手によって、すぐに構造が研究され「国内生産」が行われるようになりました。
これにより、高価な輸入品に頼ることなく大量の鉄砲を確保することが可能になり、戦国大名
の間に広く普及しました。輸入のみに依存していたとする説は、当時の広範な普及の実態とは
異なります。

問8 答え 1
家臣同士の私的な争いを禁じる喧嘩両成敗な
どの規定を設け、大名による裁判権を強化し
た。

分国法は、戦国大名が家臣団を統制し、領国を安定させることを目的としていました。特に「
喧嘩両成敗」の規定は、武士同士が私的な武力で行使していた解決を禁じ、大名の判断に従わ
せることで領国内の紛争を抑える重要な仕組みでした。

問9 答え 1
イエズス会 ― フランシスコ・ザビエル

16世紀のヨーロッパでは宗教改革が起こり、それに対抗する形でカトリック側は自己改革と海
外布教を推進した。その中心的な組織がイエズス会であり、創立メンバーの一人であるフラン
シスコ・ザビエルが日本にキリスト教を伝えた。ルイス・フロイスは織田信長と交流し『日本
史』を記した人物であり、ヴァリニャーノは天正遣欧少年使節の派遣を指導した宣教師である
ため区別が必要である。

問1
0

答え 2
領国

戦国大名が直接支配を及ぼした範囲は「領国」と呼ばれます。江戸時代の「藩」や、中世の貴
族・寺社の土地である「荘園」とは区別されます。分国法は、この領国内でのルールを明確に
することで、大名の権威を確立し、富国強兵を進めるための重要な手段でした。

問1
1

答え 3
16世紀から17世紀にかけて大量の銀を産出し
、アジアだけでなくヨーロッパ諸国との貿易
においても重要な役割を果たしたため。

石見銀山は、最盛期には世界の銀産出量の約3分の1を占めていたと言われるほど生産量が多く
、大航海時代の欧州諸国の地図にもその存在が記されていました。また、銀山を運営するにあ
たって周辺の森林を過剰に伐採せず、持続可能な資源管理を行っていた点も、世界遺産として
の高い評価につながっています。

問1
2

答え 2
九州地方の南端に位置する鹿児島県の離島で
ある種子島

1543年、九州の南にある種子島にポルトガル人が漂着した際、島主の種子島時尭が彼らから
火縄銃を購入したことで日本に鉄砲が伝来しました。この出来事をきっかけに、日本国内でも
鉄砲の製作が行われるようになり、全国へ普及していきました。

問1
3

答え 3
応仁の乱によって幕府の支配力が弱まり、各
地で実力による領国支配が行われるようにな
ったため。

応仁の乱をきっかけに室町幕府の権威が失墜すると、従来の身分秩序や支配体制が崩れました
。それまでの守護大名に代わり、実力で領国内を統制し、富国強兵を進める戦国大名が各地に
出現したことが、下剋上の象徴的な現象です。



いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 戦国大名の本拠地として発達した「城下町」の形成と役割について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2017年 大分県公立入試 類似）

1. 大名が家臣や商工業者を城の周辺
に集めて住まわせ、政治・軍事・経
済の拠点とした。

2. 農民が武器を持って城下町に集ま
ることを推奨し、有事の際の防衛力
を高めた。

3. 戦乱による被害を避けるため、城
の周囲には武士のみを住まわせ、商
人には立ち入りを禁じた。

4. 海外との貿易を独占するため、す
べての城下町は海岸沿いの港町に隣
接して造られた。

問2 戦国大名が「分国法」を定めた目的や、その内容に共通する特徴として最も適切なものはどれですか。 （2023年 静岡県公立入試 類似）

1. 江戸幕府の許可を得て、大名同士
の婚姻を制限し、軍事力を抑え込む
こと

2. 家臣同士の私的な争いを禁じ、大
名の強力な権限で領国内の秩序を維
持すること

3. 鎌倉幕府が定めた武士の慣習を全
国一律に適用し、朝廷の権威を守る
こと

4. キリスト教の布教を制限し、特定
の寺社を保護して領国内の思想を統
一すること

問3 鎌倉時代において、3代執権の北条泰時が「御成敗式目（貞永式目）」を制定した目的や背景を説明したものとして、最も適切な内容を選びなさ
い。 （2015年 岡山県公立入試 類似）

1. 今川義元などの戦国大名が分国法
を作ったことに対抗し、全国の武士
が幕府に対して絶対的な忠誠を誓う
ための精神的な規範を示す必要があ
った。

2. 元寇（モンゴル襲来）による出兵
で困窮した御家人の不満を解消する
ため、借金を無償で帳消しにする徳
政令の仕組みを全国に広める必要が
あった。

3. 平将門の乱を鎮圧した後に生じた
関東地方の混乱を収めるため、貴族
の法律である律令を武士にも厳格に
適用することを目的とした。

4. 承久の乱のあと、新しく任命され
た地頭と、貴族などの荘園領主との
間で土地をめぐる争いが増えたため
、公正な裁判の基準を設ける必要が
あった。

問4 15世紀後半、ポルトガルの支援を受けたバスコ・ダ・ガマが、リスボンを出発してアフリカ大陸南端の喜望峰を経由し、到達に成功した地域は
どこですか。 （2020年 新潟県公立入試 類似）

1. 中国 2. カリブ諸島 3. インド 4. 北アメリカ

問5 会津地方を治めた蘆名氏や伊達氏が活躍していた日本の戦国時代において、世界で同時に起こっていた出来事として最も適切なものはどれです
か。 （2018年 福島県公立入試 類似）

1. アラビア半島でムハンマドがイス
ラム教を創始した

2. フランスで市民が自由と平等を求
めて革命を起こした

3. ドイツのルターが聖書に基づき教
会の腐敗を批判した

4. アメリカで奴隷制をめぐり南北戦
争が勃発した

問6 平安時代中期から安土桃山時代にかけて、武士が政治の主導権を握っていく過程で起きた次の4つの出来事を、発生した時期の古い順に並べたも
のとして正しい説明を選びなさい。 1. 平将門が関東で反乱を起こし、「新皇」と称した。 2.
平清盛が武士として初めて最高官職である太政大臣に就任した。 3. 北条泰時が、御家人の裁判の基準を明確にするため御成敗式目を制定した。
4. 織田信長が、室町幕府の将軍であった足利義昭を京都から追放した。 （2015年 岡山県公立入試 類似）

1. 「平将門の乱」→「御成敗式目の
制定」→「平清盛の太政大臣就任」
→「織田信長による足利義昭の追放
」

2. 「平将門の乱」→「平清盛の太政
大臣就任」→「織田信長による足利
義昭の追放」→「御成敗式目の制定
」

3. 「平清盛の太政大臣就任」→「平
将門の乱」→「御成敗式目の制定」
→「織田信長による足利義昭の追放
」

4. 「平将門の乱」→「平清盛の太政
大臣就任」→「御成敗式目の制定」
→「織田信長による足利義昭の追放
」

問7 戦国時代に各地を支配した戦国大名の多くは、「下剋上」という風潮の中で台頭しました。この時代における「下剋上」の説明として、当時の
社会状況をふまえた最も適切なものはどれですか。 （2016年 静岡県公立入試 類似）

1. 下の者が実力で上の者に打ち勝っ
て地位を奪い、新たな領主として領
国支配を広げていった。

2. 朝廷の権威を背景とした下級武士
が、実力行使によって幕府の政治を
批判し、地位を向上させた。

3. 幕府から任命された守護が、自ら
の実力を高めて隣国を吸収し、支配
権を世襲していった。

4. 農民たちが宗教的な団結を強める
ことで、武士の支配を実力で排除し
て自治を行った。

問8 室町時代の後半から戦国時代にかけて、各地で戦国大名が勢力を伸ばした背景として最も適切な説明はどれですか。 （2024年 秋田県公立入試 類似）

1. 特定の家柄のみが政治を独占する
「門閥政治」が行われ、それに反発
した新興勢力が台頭したため

2. 幕府が各地の有力な農民に領地を
分け与え、新しい支配層として育成
したため

3. 幕府の権威が衰え、身分の低い者
が実力で上の者をしのぐ「下剋上」
という風潮が強まったため

4. 朝廷の権威を重んじる「尊王攘夷
」の考えが広まり、幕府を打倒する
勢力が現れたため

問9 1543年、九州南方の種子島に漂着した船に乗っていた人々によって、日本に初めて鉄砲が伝えられました。このとき、日本に鉄砲を伝えたのは
どこの国の人々ですか。 （2014年 沖縄県公立入試 類似）

1. スペイン人 2. オランダ人 3. ポルトガル人 4. イギリス人

問10 将軍のあとつぎ問題などを原因として1467年に発生し、約11年間にわたって続いた戦乱は、幕府の力を決定的に弱め、社会全体に「下剋上」の
風潮を広める大きな契機となりました。この戦乱の名称を選びなさい。 （2020年 千葉県公立入試 類似）

1. 島原の乱 2. 承久の乱 3. 観応の擾乱 4. 応仁の乱

問11 1543年、九州の南方に位置する種子島に漂着した中国船に乗っていた人々によって、日本に初めて鉄砲が伝えられました。このとき、日本に鉄
砲を伝えたのはどこの国の人々ですか。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. スペイン人 2. ポルトガル人 3. イギリス人 4. オランダ人

問12 島根県にある石見銀山が、2007年に世界文化遺産に登録された歴史的な背景や理由として最も適切な説明を次の中から選びなさい。 （2016年

鳥取県公立入試 類似）

1. 飛鳥時代に日本で初めて銅が発見
された場所であり、日本最古の貨幣
である和同開珎の原料を供給したた
め。

2. 16世紀から17世紀にかけて大量
の銀を産出し、アジアだけでなくヨ
ーロッパ諸国との貿易においても重
要な役割を果たしたため。

3. 明治維新後に政府によって官営模
範工場が設置され、日本の近代産業
の発展を象徴する場所となったため
。

4. 瀬戸内海の海運を利用して全国に
銅を供給し、江戸幕府の貨幣制度の
安定を支えた最大の拠点であったた
め。

問13 加賀の一向一揆が、同時期に発生した「土一揆」などの他の社会運動と異なり、守護大名を倒して約100年もの長期にわたる自治を維持できた最
大の要因として、最も適切なものはどれですか。 （2026年 高知県公立入試 類似）

1. 加賀国においてのみ、鉄砲などの
新式兵器を輸入するための自由貿易
港が独占的に認められていたから。

2. 浄土真宗（一向宗）という宗教的
な信仰を通じて、農民や地侍が極め
て強固に団結していたから。

3. 惣村と呼ばれる村の自治組織が、
室町幕府の将軍から直接的な軍事的
支援を受けていたから。

4. 守護大名が自ら権限を放棄し、農
民たちに土地の所有権と徴税権を全
面的に譲渡したから。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 1

大名が家臣や商工業者を城の周辺に集めて住
まわせ、政治・軍事・経済の拠点とした。

戦国大名は、それまで各地の領地に散らばっていた家臣を城の周囲に集住させることで、軍事
的な動員を容易にし、統制を強めました。また、商工業者も呼び寄せることで、武器の製造や
物資の流通を活発化させ、領国の経済を発展させました。これが後の近世都市の原型となりま
した。

問2 答え 2
家臣同士の私的な争いを禁じ、大名の強力な
権限で領国内の秩序を維持すること

戦国大名は、家臣たちの私的な争いが領国の混乱を招くことを防ぐため、武力による解決を禁
じました。多くの分国法では、争った両者を理由に関わらず処罰する「喧嘩両成敗」の原則な
どが盛り込まれ、大名が絶対的な裁判権を持つことで領国支配を強めようとしました。大名同
士の婚姻制限は江戸時代の武家諸法度の内容です。

問3 答え 4
承久の乱のあと、新しく任命された地頭と、
貴族などの荘園領主との間で土地をめぐる争
いが増えたため、公正な裁判の基準を設ける
必要があった。

1221年の承久の乱によって鎌倉幕府の支配が西日本まで拡大しましたが、その結果、各地で
地頭と荘園領主（公家や寺社）との間で土地管理や年貢をめぐる紛争が頻発しました。北条泰
時は、武家社会の慣習に基づいた公平な裁判を行うための明確な基準として1232年に御成敗
式目を定めました。これは武家独自の最初の法典であり、後の武家政治の大きな手本となりま
した。徳政令は13世紀末の永仁の徳政令が有名ですが、御成敗式目の制定目的とは異なります
。

問4 答え 3
インド

ポルトガルは香辛料などの直接取引を目指し、大西洋を南下してインドへ至る東回り航路の開
拓を進めました。1498年にバスコ・ダ・ガマがカリカットに到達したことで、イスラム商人
やイタリアの諸都市を通さずにアジアと直接貿易を行う道が開かれました。

問5 答え 3
ドイツのルターが聖書に基づき教会の腐敗を
批判した

日本の戦国時代は主に15世紀後半から16世紀にかけての時期を指します。この時期、世界で
はルターによる宗教改革が始まり、キリスト教の世界に大きな変化が起きていました。南北戦
争は19世紀、フランス革命は18世紀末、イスラム教の創始は7世紀の出来事であり、日本の戦
国時代とは時期が異なります。

問6 答え 4
「平将門の乱」→「平清盛の太政大臣就任」
→「御成敗式目の制定」→「織田信長による
足利義昭の追放」

平安時代中期の10世紀に起きた平将門の乱は、武士の実力と地方勢力の台頭を象徴する出来事
です。その後、12世紀後半に平清盛が平氏政権を樹立し、武士として初めて太政大臣となりま
した。鎌倉時代の1232年には、承久の乱後の社会混乱を収めるため北条泰時が御成敗式目を
制定しました。そして戦国時代末期の1573年、織田信長が足利義昭を追放したことで室町幕
府は滅亡し、中世から近世へと時代が大きく動くことになりました。

問7 答え 1
下の者が実力で上の者に打ち勝って地位を奪
い、新たな領主として領国支配を広げていっ
た。

戦国時代には、本来は主君に仕える立場であった守護代や国人などが、武力などの実力によっ
て守護大名を追放したり、倒したりして自らが戦国大名へと成長する事例が多く見られました
。これにより、室町幕府の任命に基づかない新しい支配体制が各地に形成されました。他の選
択肢は一向一揆や守護大名の強化、幕末の動きを説明したものです。

問8 答え 3
幕府の権威が衰え、身分の低い者が実力で上
の者をしのぐ「下剋上」という風潮が強まっ
たため

14世紀から15世紀にかけての年表をたどると、幕府の統制力が弱まると同時に、各地で実力
主義による勢力争いが激化していることがわかります。この「下剋上」の動きによって、従来
の守護などの家柄に関係なく、軍事力や政治力のある者が戦国大名として自立していきました
。

問9 答え 3
ポルトガル人

16世紀半ばの1543年、種子島に漂着した船に乗っていたポルトガル人によって鉄砲（火縄銃
）がもたらされました。この出来事は、その後の日本の戦術や城郭の構造、さらには社会構造
そのものを大きく変える契機となりました。当時の日本は戦国時代であり、新しい武器として
の鉄砲は各地の戦国大名の間で急速に普及していきました。

問1
0

答え 4
応仁の乱

この戦乱によって政治の中心地である京都が荒廃し、将軍や幕府の権威が失墜しました。その
結果、地方の武士たちが幕府の指示を仰がずに実力で領地を奪い合うようになり、下剋上の世
の中、すなわち戦国時代へと突入していきました。

問1
1

答え 2
ポルトガル人

16世紀半ば、東アジアに進出していたポルトガル人が、種子島に漂着した中国船に乗っていた
ことから、日本に初めて鉄砲がもたらされました。当時の種子島島主であった種子島時尭（と
きたか）がこれを買い取り、国産化を命じたことで、日本国内での製造と普及が始まりました
。

問1
2

答え 2
16世紀から17世紀にかけて大量の銀を産出し
、アジアだけでなくヨーロッパ諸国との貿易
においても重要な役割を果たしたため。

石見銀山は、最盛期には世界の銀産出量の約3分の1を占めていたと言われるほど生産量が多く
、大航海時代の欧州諸国の地図にもその存在が記されていました。また、銀山を運営するにあ
たって周辺の森林を過剰に伐採せず、持続可能な資源管理を行っていた点も、世界遺産として
の高い評価につながっています。

問1
3

答え 2
浄土真宗（一向宗）という宗教的な信仰を通
じて、農民や地侍が極めて強固に団結してい
たから。

加賀の一向一揆の最大の特徴は、浄土真宗の信仰に基づく組織的な団結力にあります。各地の
寺院を拠点に、武士だけでなく一般の農民までが教えのもとに結集したことで、従来の守護大
名の支配を跳ね返すほどの軍事力と政治力を持つに至りました。この宗教的なネットワークが
、単なる不満による一時的な暴動（土一揆）とは異なる、持続的な自治体制を支える基盤とな
りました。



いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 戦国大名が、室町幕府の法律があるにもかかわらず、独自に分国法を制定する必要があった背景として最も適切な理由はどれか。 （2021年

京都府公立入試 類似）

1. 室町幕府の支配力が弱まり、大名
が自力で領内の武士を統制し、領民
を保護して団結させる必要があった
ため。

2. キリスト教の布教を制限し、仏教
を基盤とした道徳的な領国経営を行
う必要があったため。

3. 元寇による社会の混乱を鎮め、分
割相続によって困窮した御家人の生
活を救済する必要があったため。

4. 貨幣経済が浸透し、外国との貿易
による利益を独占するために全国共
通の商業ルールが必要になったため
。

問2 戦国大名が定めた法律の内容に多く見られる、「家臣同士が私的な争いを起こした場合、その理由の正当性を問わず、双方とも処罰する」とい
う原則を何と呼びますか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 奉公と恩賞 2. 喧嘩両成敗 3. 目目安箱 4. 連座（縁座）

問3 室町時代の後半から戦国時代にかけて、各地で戦国大名が勢力を伸ばした背景として最も適切な説明はどれですか。 （2024年 秋田県公立入試 類似）

1. 朝廷の権威を重んじる「尊王攘夷
」の考えが広まり、幕府を打倒する
勢力が現れたため

2. 幕府の権威が衰え、身分の低い者
が実力で上の者をしのぐ「下剋上」
という風潮が強まったため

3. 幕府が各地の有力な農民に領地を
分け与え、新しい支配層として育成
したため

4. 特定の家柄のみが政治を独占する
「門閥政治」が行われ、それに反発
した新興勢力が台頭したため

問4 戦国時代において、下の身分の者が上の身分を圧倒する「下剋上」の風潮が広まった背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年

熊本県公立入試 類似）

1. 幕府が強力な中央集権体制を確立
し、地方の武士に直接命令を下すよ
うになったため。

2. 朝廷が新しい官位制度を導入し、
能力に応じた地位をすべての人々に
与えたため。

3. 応仁の乱によって幕府の支配力が
弱まり、各地で実力による領国支配
が行われるようになったため。

4. 農業技術が向上したことで農民が
完全に自立し、武士による支配が消
滅したため。

問5 室町時代から戦国時代にかけて見られた、実力のある下の者が上の者を倒し、その地位を奪い取るという社会的な風潮を何と呼びますか。
（2018年 秋田県公立入試 類似）

1. 下請け 2. 寄合 3. 下剋上 4. 惣村

問6 戦国時代において、戦国大名が自らの領国内の秩序を維持し、家臣や民衆を統治するために独自に制定した法律を何と呼びますか。江戸時代に
幕府が定めた武家諸法度とは異なり、各大名が自分の領土の実情に合わせて定めたものを指します。 （2021年 三重県公立入試 類似）

1. 分国法 2. 御成敗式目 3. 公事方御定書 4. 武家諸法度

問7 戦国時代、現在の島根県に位置する石見銀山は日本最大級の銀山として知られていました。この銀山の支配権をめぐって、中国地方を舞台に激
しい抗争を繰り広げた戦国大名の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2026年 島根県公立入試 類似）

1. 島津氏と大友氏 2. 織田氏と今川氏 3. 尼子氏と毛利氏 4. 武田氏と上杉氏

問8 戦国時代、鉄砲の伝来などにより戦術が変化し、大規模な軍事力とそれを支える安定した領地経営が不可欠となりました。こうした中、戦国大
名が領国内の紛争を禁じたり、年貢の徴収を確実にしたりする目的で定めた「分国法」の性質として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年

和歌山県公立入試 類似）

1. 朝廷が全国の公家や武士に対して
一律に適用した法律である。

2. 幕府の許可を得た大名だけが、他
国との貿易を制限するために定めた
規則である。

3. 戦国大名が、室町幕府の法によら
ずに自らの領土を統治するために独
自に定めた法律である。

4. 鎌倉時代の慣習法を整理し、武士
の裁判を公平に行うために幕府が定
めた法律である。

問9 戦国時代の甲斐国（現在の山梨県）を治めた武田氏が定めた「甲州法度之次第」のように、各地の戦国大名が領国支配のために定めた法につい
て、その特徴を説明したものとして適切なものはどれか。 （2021年 京都府公立入試 類似）

1. 全国の公家を統制し、儀式や行事
のあり方を細かく規定することで天
皇の権限を制限した。

2. 鎌倉幕府が定めた御成敗式目をそ
のまま引用し、全国一律の公平な裁
判を保証した。

3. 朝廷が定めた律令制度を復活させ
、中央集権的な国家体制を再構築す
ることを目指した。

4. 家臣同士の私的な争いを禁じる喧
嘩両成敗などの規定を設け、大名に
よる裁判権を強化した。

問10 戦国大名による領国支配の実態について述べた文として、当時の法律の内容や背景から考えて正しいものはどれか。 （2024年 奈良県公立入試 類似）

1. 伊達氏の法典では、農民が年貢を
納められない場合に備え、納税を免
除する権利を認めた。

2. 分国法においては、武士同士の紛
争はすべて室町幕府の裁判所に委ね
るよう定めていた。

3. 朝倉氏の法典では、代官の配置や
城郭の制限を通じて家臣の勢力拡大
を抑えようとした。

4. これらの法律は、全国の戦国大名
が合議によって作成した全国共通の
ルールであった。

問11 戦国大名が「分国法」を制定した主な目的として、当時の社会情勢を踏まえた説明として最も適切なものはどれか。 （2017年 茨城県公立入試 類似）

1. 鉄砲の伝来に伴い、全国共通の武
器使用ルールを室町幕府が定めるた
め。

2. 朝廷の権威を借りて、隣接する他
の領国を経済的に圧迫するため。

3. 自らの領国における家臣同士の私
的な争いを禁じ、大名による統治を
強化するため。

4. 開墾した土地を永久に私有するこ
とを認め、農業生産力を高めるため
。

問12 戦国時代、各地の戦国大名は自らの実力で領国を統治するために独自の法令を制定しました。これらの法令において、「家臣同士が勝手に婚姻
を結ぶことを禁止する」や「領国内での勝手な築城を禁止する」といった項目が盛り込まれた主な目的として、最も適切なものはどれですか。
（2024年 東京都公立入試 類似）

1. 江戸幕府が定めた武家諸法度を遵
守し、将軍への忠誠心を示すため

2. 鎌倉幕府が定めた御成敗式目の内
容を、全国の農民に分かりやすく広
めるため

3. 領国内の家臣や国衆の結びつきを
制限し、大名による領国支配を強化
するため

4. 朝廷から与えられた守護としての
権限を、隣接する他の領国へ拡大す
るため

問13 16世紀のヨーロッパでは、ルターが免罪符（贖宥状）の販売を批判したことをきっかけに、キリスト教のあり方を問い直す大きな動きが起こり
ました。この動きの名称と、その影響を受けてカトリック側で結成され、のちに日本へキリスト教を伝えた組織の名称の組み合わせとして正し
いものはどれですか。 （2020年 長野県公立入試 類似）

1. 宗教改革 ― 十字軍 2. ルネサンス ― イエズス会 3. ルネサンス ― 十字軍 4. 宗教改革 ― イエズス会



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 1

室町幕府の支配力が弱まり、大名が自力で領
内の武士を統制し、領民を保護して団結させ
る必要があったため。

応仁の乱以降、室町幕府の権威が失墜し、全国的な法秩序が機能しなくなりました。下剋上の
風潮の中で生き残るため、戦国大名は独自の法を設けることで家臣の勝手な行動を制限し、領
内を一貫して支配する体制を整える必要がありました。

問2 答え 2
喧嘩両成敗

戦国大名にとって、領国内の家臣同士が私的な理由で武力衝突を起こすことは、領土の防衛力
を低下させる大きなリスクでした。そのため、個別の事情に関わらず争いそのものを厳禁し、
大名による一元的な裁判権を確立するためにこの原則が多くの分国法に盛り込まれました。

問3 答え 2
幕府の権威が衰え、身分の低い者が実力で上
の者をしのぐ「下剋上」という風潮が強まっ
たため

14世紀から15世紀にかけての年表をたどると、幕府の統制力が弱まると同時に、各地で実力
主義による勢力争いが激化していることがわかります。この「下剋上」の動きによって、従来
の守護などの家柄に関係なく、軍事力や政治力のある者が戦国大名として自立していきました
。

問4 答え 3
応仁の乱によって幕府の支配力が弱まり、各
地で実力による領国支配が行われるようにな
ったため。

応仁の乱をきっかけに室町幕府の権威が失墜すると、従来の身分秩序や支配体制が崩れました
。それまでの守護大名に代わり、実力で領国内を統制し、富国強兵を進める戦国大名が各地に
出現したことが、下剋上の象徴的な現象です。

問5 答え 3
下剋上

応仁の乱以降、足利将軍家や守護大名の権威が失墜する中で、各地で実力を持つ者が地位を奪
う現象が目立ちました。この言葉は当時の不安定ながらも活力のある社会情勢を象徴していま
す。

問6 答え 1
分国法

室町幕府の権威が衰えた戦国時代、各地の戦国大名は自らの力で領国支配を確立する必要があ
りました。そこで、領地内の紛争解決や家臣の統制を目的として、独自の法である分国法を制
定しました。代表的なものに、武田氏の「甲州法度之次第」や今川氏の「今川仮名目録」など
があります。

問7 答え 3
尼子氏と毛利氏

石見銀山は現在の島根県大田市に位置し、戦国時代にはその莫大な利益を求めて周辺勢力が激
しく争いました。当初は出雲国（現在の島根県東部）を拠点とした尼子氏が支配を強めていま
したが、安芸国（現在の広島県）から勢力を伸ばした毛利氏がこれに挑み、長期にわたる抗争
の末に毛利氏が支配権を確立しました。山梨県の武田氏や鹿児島県の島津氏は、活動拠点が異
なるためこの地の直接的な支配権争いには関わっていません。

問8 答え 3
戦国大名が、室町幕府の法によらずに自らの
領土を統治するために独自に定めた法律であ
る。

戦国時代には戦術が騎馬戦から足軽や鉄砲を用いた集団戦へと変化し、大名は家臣や農民を効
率的に動員する必要がありました。そのため、幕府の権威を否定し、自分の領国内（分国）の
ルールを自分自身で決定する分国法が作られました。これには「喧嘩両成敗」のように私的な
争いを禁じ、大名による裁判を徹底させる内容などが含まれています。

問9 答え 4
家臣同士の私的な争いを禁じる喧嘩両成敗な
どの規定を設け、大名による裁判権を強化し
た。

分国法は、戦国大名が家臣団を統制し、領国を安定させることを目的としていました。特に「
喧嘩両成敗」の規定は、武士同士が私的な武力で行使していた解決を禁じ、大名の判断に従わ
せることで領国内の紛争を抑える重要な仕組みでした。

問1
0

答え 3
朝倉氏の法典では、代官の配置や城郭の制限
を通じて家臣の勢力拡大を抑えようとした。

分国法は各戦国大名が領国の実情に合わせて個別に定めたもので、内容は多岐にわたります。
朝倉氏の事例のように、家臣が勝手に拠点を作ることを禁じたり、役人（代官）を適切に配置
したりする規定は、大名による中央集権的な支配を強める意図がありました。一方で、伊達氏
の事例に見られるように、年貢の未納に対しては厳しい処罰を科すなど、農民に対しても強い
統制を行っていました。

問1
1

答え 3
自らの領国における家臣同士の私的な争いを
禁じ、大名による統治を強化するため。

戦国大名は、家臣同士の復讐や紛争（自力救済）を禁止し、大名による裁判を受けさせること
で領内の秩序を保とうとしました。これにより、軍事力を維持しつつ大名の権力を絶対的なも
のにする狙いがありました。「喧嘩両成敗」の規定などはその代表例です。他の選択肢にある
「全国共通のルール」や「墾田の私有」などは、分国法の性格とは異なります。

問1
2

答え 3
領国内の家臣や国衆の結びつきを制限し、大
名による領国支配を強化するため

戦国大名は、室町幕府の権威が衰退する中で、自らの実力で領地を治める必要がありました。
分国法は、家臣たちが勝手に同盟を組んだり（婚姻の制限）、独自の軍事拠点を持ったり（築
城の制限）することを防ぎ、大名を中心とした一元的な統治体制を築くために制定されました
。これにより、領国内の紛争を裁定し、団結力を高める狙いがありました。

問1
3

答え 4
宗教改革 ― イエズス会

ドイツのルターが始めた宗教改革により、カトリック教会は大きな打撃を受けました。これに
対抗し、カトリック教会の立て直しと海外布教を目的として結成されたのがイエズス会です。
イエズス会の創立メンバーの一人であるフランシスコ・ザビエルによって、日本にキリスト教
がもたらされました。


